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■ 「暮らし」と「移りゆく庭」がつながる曖昧な空間性 ■ 「人との関わり」と「情緒ある風景」が緩やかにつながる居住性

構造体となる土ブロックは、家族や近隣住民と協力してワークショップにより創
られる。創る喜びを共有することで地域コミュニティの活性化と環境に対する意
識を育む一貫に繋がる。造作家具は、地産の木材を使用している。運搬にはトラッ
クを使わないことで二酸化炭素排出量を抑えている。

従来の住空間

それぞれの空間は閉じ
切られた壁により閉鎖
的に分けられている。

敷地は宮城県登米市米山町の迫川付近に位置している。田園風景が広がる地域で
は、水稲産業を軸にそこに根付いた様々な産業がある。材木屋さんや左官屋さん、
陶芸教室など自然を活かした産業が地域を支えている。豊かな自然により木や土
など建築材料は豊富であり、地産地消での住宅ができるのではないかと考えた。

家族構成

夫　(43)
郵便局勤務、体を動かすことが好き
妻　(37)
専業主婦、家庭菜園が趣味
息子 (9)
小学 4 年生、自然に触れることが好き

敷地面積  :  325.73 ㎡ 
建築面積  :  114.92 ㎡
延床面積  :  114.92 ㎡  
建ぺい率  :  35.3％ 　 　　 
建築構造  :　
平屋建て組積造 ( 一部 S 造 )
ガルバリウム鋼板折半屋根葺き

住空間の操作

柱を抜くことで、空間
はひとつながりとなり
閉鎖感を緩和する。

提案する多様な住空間

水平、垂直の線を一定
の規則性に基づきずら
したり伸び縮みさせる。

Ground Plan　S=1:100
0m 5m

土ブロック上にガラスブロックを
配置することで、屋根荷重を支え
ながら環境光を内部へ取り込む。

樹種選定

家族と近所の方が季節の移ろいを感
じられるように季節により変化する
樹種を選定した。

N

土ブロック壁は一定の湿度を維持させ、冬場
の日中は蓄熱し夜間時に室内に放熱する効果
をもつことで快適な住環境をつくりだす。

A Aʼ

A-Aʼ Section　S=1:100

菜園では、家庭から出た
生ごみを堆肥とするコン
ポストを使用し季節の野
菜を育てる。

天気が良い時には家族み
んなでパーゴラ下の空間
で食事したり、ご近所の
方と談笑を楽しむ場所。

風景をつなぐ輪郭線
-Outlines connecting the landscape-

■ 豊かな田園風景が広がる 宮城県登米市米山町 ■ 土地から大地へ、「豊かな資源が循環する家」 ■ 「空間の輪郭線」による緩やかに分節した平面構成

私たちは、地球上のどこにでもある「土」に囲まれて生きてきた。
身近で資源枯渇の心配もなく、廃棄の際も環境に対する害がなく、そのまま大地に還元することができる素材である。
そのような「人」との繋がりが強い「土」を活かした住宅を考えた。
構造体とする土ブロックの壁が水平・垂直に行き交い、ひとつながりを空間を成していく。また、つながりを持たせながら
も緩やかに空間性を分けていき、多様な居場所と「土」のもつ身近さを空間からも感じられる住宅である。

土ブロック壁が外部へ視線を誘導し、プライベート空間を確保する。

北西のパーゴラのある庭は家族の憩いの場となる。

土ブロック壁を伝い洞窟のようなポーチ空間へと誘う。
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「木」の循環
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「人」と「土」の循環 ブロック作成ブロック解体

ブロック固めの
ワークショップ

ブロック積みの
ワークショップ

土

ブロック完成

室内の土間空間は外構の
石 畳 を そ の ま ま 接 続 し、
場ごとに目地を入れるこ
とで居場所の切り替えと
半戸外を生み出す。

道路前に実のなる木を植樹するこ
とでを周辺環境に彩りを与える。

迫川

田園

田園

ソヨゴ フェイジョア

ジューンベリー モミジ

ヒメシャラ アオダモ
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